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「自己点検・評価書」・「基礎資料」正誤表 
大学名：横浜薬科大学薬学部 

 
■自己点検・評価書 

 頁 行 誤 正 
1 40 ↑13 本委員会のメンバーは、学部長、教

務部長、学生部長、厚生部長、各薬

学科長、学生課および教務課の職員

からなり、 

平成 30（2018）年度の本委員会の
メンバーは、学部長、教務部長、学

生部長、厚生部長、各薬学科長、実

務実習センター教授 3人（センター
長、副センター長、センター教員）、

実務実習プレ教育担当教員２人、基

礎系教員２人、事務職員３人（教務

課２人、学生課１人）からなり、 
2 51 ↑6 新カリキュラムでは、４～６年次前

期の卒業研究の単位が 10 単位、問
題解決能力の醸成に向けた教育が

17 単位である。これらを合わせる
と、卒業研究を含む問題解決型学習

の単位は合計 27単位であり、 

新カリキュラムでは、４～６年次前

期の卒業研究の単位が 10 単位、問
題解決能力の醸成に向けた教育が

行われている科目において、SGD、
TBL、PBLが行われている回数（時
間数）を、全回数（総時間数）に対

する割合で単位に換算すると 9.1単
位である。これらを合わせると、卒

業研究を含む問題解決型学習の単

位は合計 19.1単位であり、 
3 51 ↑2 なお、旧カリキュラムにおいては５

～６年次前期の卒業研究の単位が 6
単位であったこともあり、卒業研究

を含む問題解決型学習の単位は合

計 18単位であった。 

なお、旧カリキュラムにおいては５

～６年次前期の卒業研究の単位が 6
単位であったこともあり、卒業研究

を含む問題解決型学習の単位は合

計 13.7 単位であり、卒業要件単位
数の 1/10を満たしていなかった。 

4 52 表 6-1  実質的な実施回数（時間数）とそれ

に基づく換算単位を追加（別紙 1） 
5 77 3 学生委員会には学生相談員（若手の

准教授、講師および助教を中心とし

た８人、部長２人、臨床心理士１人、

看護師２人、事務職員２人）を配置

学生の相談には、学生相談員（若手

の准教授、講師および助教を中心と

した 10人）、学生部長、教務部長、
臨床心理士１人、看護師２人、事務
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し、学生が意見を述べやすい組織を

構築している。 
職員２人を配置し、学生が意見を述

べやすい組織を構築している。 
6 78 9 財団法人 公益財団法人 
7 78 ↑3 全教職員と学生 全学生 
8 81 ↑3 20〜40歳台 20〜40歳代 
9 83 ↑3 40〜50歳台 40〜50歳代 

10 88 ↑7 教務部、学生部、厚生部および入試

部からなる運営体制における各部

局の役割を明確にし、 

教務課、学生課、キャリアセンター

および入試広報課からなる運営体

制における各課の役割を明確にし、 
11 95 15 学生１人当たり 2.88 m2である。 学生１人当たり 2.88 m2であった

が、F棟共同研究室の新設により学
生１人当たり 4.72 m2となった。 

12 96 ↑10 設置された３室の自習談話室、ドリ

ームビル３階などの自習室 
設置された３室の自習談話室、講義

棟１階の２室の学生ラウンジ、ドリ

ームビル３階などの自習室 
 
■基礎資料 

 資料番号 頁 箇所 誤 正 
1 11 163 25〜32  F棟共同研究室を追加 

（赤字） 
2 12-1 164 講義室・演習室  多目的講義室を追加

（赤字） 
3 12-1 164 自習室 

 
備考 

室数	 6 
収容人員合計	 205 

室数	 8 
収容人員合計	 255 
学生ラウンジを追加 
（赤字） 

4 12-2 165 表１	 施設名  F棟共同研究室を追加 
（赤字） 

添付資料 
・（基礎資料 11）卒業研究の配属状況および研究室の広さ	 訂正版	

・（基礎資料 12-1）薬学科の教育に使用する施設の状況	 訂正版	

・（基礎資料 12-2）卒業研究などに使用する施設	 訂正版 
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別紙 1 
 
表 6-1	 問題解決能力の醸成に向けた教育	

授業科目	 年次	 単位数	
SGD、TBL、PBL 
実施回数/全回数	

換算単位数	 評価表	

社会薬学１	 １	 １	 2/10 0.2 資料 27 
早期体験学習	 １	 0.5 2/6 0.2 資料 28 
社会薬学２	 ２	 1.5 12/15 1.2 資料 24 
生物系実習１	 ２	 １	 18/30 1) 0.6 資料 62 
生物系実習２	 ２	 １	 16/30 1) 0.5 資料 63 
物理系実習１	 ２	 １	 20/30 1) 0.7 共通ルーブリック 
物理系実習２	 ２	 １	 22/30 1) 0.7 資料 64 
化学系実習１	 ２	 １	 26/30 1) 0.9 共通ルーブリック 
化学系実習２	 ２	 １	 21/30 1) 0.7 共通ルーブリック 
衛生薬学実習	 ３	 １	 22/30 1) 0.7 資料 67 
薬理学実習	 ３	 １	 20/30 1) 0.7 資料 65 
薬事法規・制度１	 ３	 0.5 4/5 0.4 資料 104 
薬事法規・制度２	 ３	 1	 1/10 0.1 資料 105 
薬事法規・制度３	 ４	 １	 1/10 0.1 資料 106 
疾患別治療特論１	 ４	 １	 2/10 0.2 資料 107 
医療コミュニケーシ
ョン論	

４	 １	 2/10 0.2 資料 31 

薬学外国語文献講読	 ５	 １	 — １	 資料 108	
卒業研究	

（新カリキュラム）	
４〜６	 10	 — 10	 資料 103 

合	 計	 	 27	  19.1  
卒業研究	

（旧カリキュラム）	
５〜６	 6	 — 6 資料 103 

合	 計	 	 18	  13.7  
1)	 実習科目においては、（技能習得等に費やす以外の時間）/（実習に係る総時間）を表す。 
 
 



5年生の在籍学生数 334 名

6年生の在籍学生数 304 名

5　年生 6　年生

配属学生数 配属学生数

1 生化学 Ｃ21,Ｃ34 4 16 15 31 129.60

2 分子生物学 Ｃ22 2 5 6 11 97.20

3 薬物解析学 Ｃ23 2 14 11 25 97.20

4 環境科学 Ｃ24 3 15 16 31 97.20

5 薬品分析学 Ｃ31 2 6 13 19 97.20

6 薬物治療学 Ｃ32,Ｃ34 4 16 16 32 129.60

7 生薬・薬用資源学 Ｃ33 3 8 5 13 97.20

8 機能形態学 Ｃ41 4 17 18 35 97.20

9 薬理学 Ｃ42 4 16 16 32 97.20

10 薬剤学 Ｃ43 4 19 16 35 97.20

11 臨床薬剤学 Ｃ44 5 22 22 44 97.20

12 生体防御学 Ｄ32Ａ 3 16 14 30 97.20

13 放射線科学 Ｄ32Ｂ 3 12 12 24 97.20

14 臨床薬理学 Ｄ41 4 11 5 16 97.20

15 食化学 Ｄ42,Ｃ34 4 18 14 32 129.60

16 感染予防学 Ｄ43 3 16 15 31 97.20

17 公衆衛生学 Ｄ44 3 13 15 28 97.20

18 漢方天然物化学 Ｅ31Ａ 3 10 6 16 97.20

19 薬品反応学 Ｅ31Ｂ 3 14 10 24 97.20

20 医薬品化学 Ｅ32 3 10 13 23 194.40

21 薬物動態学 Ｅ41 4 17 9 26 97.20

22 病態生理学 Ｅ42 4 19 14 33 97.20

23 漢方薬物学 Ｅ43 4 11 9 20 97.20

24 漢方治療学 Ｅ44 3 13 14 27 97.20

25 Ｆ棟共同研究室 Ｆ31 147.11

26 Ｆ棟共同研究室 Ｆ32 147.11

27 Ｆ棟共同研究室 Ｆ33 147.11

28 Ｆ棟共同研究室 Ｆ34 147.11

29 Ｆ棟共同研究室 Ｆ41 147.11

30 Ｆ棟共同研究室 Ｆ42 147.11

31 Ｆ棟共同研究室 Ｆ43 147.11

32 Ｆ棟共同研究室 Ｆ44 147.11

334 304 638

[注]

（基礎資料11）卒業研究の配属状況および研究室の広さ

配属講座など 研究室 指導教員数
卒業研究を実施す
る研究室の面積

（m2）

合計

１　卒業研究を実施している学年にあわせ、欄を増減して作成してください。

３　講座制をとっていない大学は、配属講座名を適宜変更して作成してください。

合計

２　指導教員数には担当する教員（助手を含む）の数を記入してください。

（ 共 同 使 用 ）
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（基礎資料11）訂正版（2019年11月14日提出）
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